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１．概要（Summary） 

 スプリットリング共振器(SRR)と呼ばれる光共振器

を適切な距離で配置すると，特定波長に対する透過率

が下がるフィルタを実現できる．その波長は SRR 間

距離依存性があり，SRR 間距離が短いところでは距

離依存性が大きくなることが知られている． 

 本研究では，初期状態として SRR 間距離を 200 nm

まで接近して配置し，わずかに SRR 間距離を動かす

だけで敏感に透過特性が変化するテラヘルツ帯の可

変フィルタを実現する．上記可変フィルタ実現のボト

ルネックとなっていたのは，サブミクロンギャップを

有する可変構造を衝突・吸着なく実現する手法が無か

ったことである．本研究では，基板垂直方向のみに可

変するカンチレバー構造を用いることで，ギャップ方

向と駆動方向を垂直に設計し，衝突・吸着を回避した． 

 

２．実験（Experimental） 

 提案する可変メタマテリアルを実現するために，ナ

ノパターンを，ナノオーダーのアライメント精度で，

ミリオーダーの大面積にパターニングする必要があ

る．その実現のためにナノテクプラットフォームが有

する電子線描画装置を活用した．具体的には 200 nm

のギャップを持つ，大きさ 40 μm の SRR アレイ構造

を 10 mm × 10 mm の範囲に敷き詰めた．プロセスエ

ラーにより約半数が破損してしまっているが，膜とし

て存在する箇所は設計通りに作製できていることが

走査型電子線顕微鏡により確認できた． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 カンチレバー構造を空気圧により駆動すると，テラ

ヘルツ透過特性が変化することを確認できた．また，

その変化量は非常に大きく，SRR の大きさの約 10 %

変位させるだけで，共振周波数を約 10 %変化させる

ことに成功した． 
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